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＜ポイント＞ 
◇秋吉石灰岩から層孔虫※の化石を発見し、層孔虫はデボン紀の大量絶滅を生き延び、石炭紀

に礁を形成していたことを世界で初めて明らかに。 
◇石炭紀における礁生態系の定説を覆す新発見。 
 
＜概要＞ 

層孔虫は、主にシルル紀からデボン紀（約 4 億 4400 万年

前～3 億 5900 万年前）にかけて繁栄した海の生物で、サン

ゴとともに海底で、地形的な高まりである「礁」を形成して

いました。デボン紀の後期に起きた大量絶滅は、層孔虫の繁

栄に大きな影響を及ぼし、石炭紀（約 3 億 5900 万年前～2
億 9900 万年前）の層孔虫はほとんど知られていません。そ

のため、デボン紀以後、層孔虫はどうなったのか、その詳細

は明らかになっていません。 
大阪公立大学大学院理学研究科の江﨑 洋一教授らの研

究グループは、秋吉石灰岩（山口県）の石炭紀に形成された

地層から層孔虫の化石を発見し、層孔虫が大規模な礁を形

成していたことを世界で初めて突き止めました。本成果は、

石炭紀における礁生態系の解釈を大きく覆すものです。 
本研究成果は、2024 年 8 月 13 日（火）に、米国地質学

会が刊行する国際学術誌「GEOLOGY」のオンライン速報版

に掲載されました。 
 
＜大学院理学研究科 江﨑 洋一教授のコメント＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

層孔虫はデボン紀の大量絶滅を生き延び、石炭紀に礁を形成！ 

礁生態系の定説を覆す新発見 

今回の結論は、秋吉生物礁中の化石を詳細に観察した結果、自然に導かれたものです。し

かし、その成果は、これまでの常識を超えるものでした。私は学生時代に指導教員から

「教科書に載るような研究を目指しなさい」とアドバイスされました。今回の発見が、教

科書の内容を書き換える研究になると期待しています。 

＜用語解説＞ 
※層孔虫…炭酸カルシウムからなる「積み重なる層状の構造」と「内部の小さな孔」で構成さ

れる海綿動物（高石灰化海綿類）の一種。古生代では、シルル紀とデボン紀に礁の形成に大き

く関与した。 
 
 

図（上）層孔虫の内部構造。 
「水平方向の層状構造」と「垂直方
向の柱状構造」が顕著。 
（下）層孔虫（黒色部）は他の生物
（白色部）と相互に被覆し合い、上
方に凸の構造を形成している。 



＜研究の背景＞ 
石炭紀の地球は、一つの巨大な大陸と一つの広大な大洋から構成され、石炭紀は「寒冷な

気候」と「気候帯の明瞭な分化」を伴う、環境変動が大きい時代として知られています。当時

の海洋環境や礁の変遷を復元するためには、数千万年に及ぶ環境変動を調べる必要がありま

す。日本列島の中には、大陸の影響を受けない大洋中の海山の頂部で連続して堆積した「浅

海成の礁性石灰岩体」が構造的に取り込まれており、その代表例が秋吉の石灰岩体です。そ

こでは、どのような生物が繁栄し、礁を形成していたのか。その変遷を調べることで、当時

の地球の環境変動をひもとく手がかりが得られます。 
 
＜研究の内容＞ 

本研究の最も重要な成果は、秋吉生物礁の構成要素の研究を通じて、特定の種類の層孔虫

が後期デボン紀の絶滅事変を生き延び、石炭紀後期の礁の形成に関与していたことが、世界

で初めて明らかになったことです。この発見は、後期デボン紀の絶滅事変後の礁生態系や海

洋古環境に関する従来の通説を大きく覆すものです。秋吉石灰岩から発見した層孔虫は、系

統的に古く、単純な形態を示すグループに酷似しています。なぜ、このような層孔虫が石炭

紀に再出現し、礁を形成するほどまでに繁栄したのか、またその後、なぜ層孔虫礁は衰退し

たのか。それらは、「海洋環境の変動に伴う炭酸塩飽和度の変化」や「地球規模での寒冷化」

などで説明可能です。 
 
＜期待される効果・今後の展開＞ 

今回の発見をきっかけに、石炭紀の層孔虫礁の形成が秋吉に固有であるのか、今後、世界

各地の石炭系から層孔虫礁が発見されるのかどうか、という検討が進むはずです。大洋中で

孤立した秋吉海山の頂部では、地域固有性が高い生物群が生存し、“石炭紀のガラパゴス群集”

を形成していたことも想定されます。地球規模で見れば小さな秋吉石灰岩体から、石炭紀の

世界的な古地理や海洋古環境の解釈を大きく塗り替える仮説が発信されることが期待されま

す。現在のサンゴ礁は、世界の中で生物の多様性が最も高い場です。現在の礁生態系が近未

来にどのように変化するのか、という問いに対する重要なヒントが、過去の礁の消長史の中

に隠されています。 
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